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1 はじめに 流出系の構造的モデリングシステム
[1]であるOHyMoS [2] [3]は，構造定義ファイル（Struc-

ture Configuration File）という機能を導入することに
より，流出シミュレーションモデルの中の水文素過程
間や空間的な連なりの構造を，プラグラミングコー
ドとは別に与えることに成功している．これにより
ユーザは定められたフォーマットに従って構造定義ファ
イルを作成し，シミュレーション実行時にこのファイ
ル名を与えることにより，構造定義ファイルに従って
自動的に要素または部分系が作成・配置し，計算が実
行することができる．また，構造定義ファイルの導入
により，要素モデルの追加・交換作業を容易に行うこ
とができるというメリットがある．

構造定義ファイル自体はテキストファイルであり，一
般的なテキストエディタなどで編集することは可能で
ある．しかし，構造定義ファイルの作成にはOHyMoS

の構造に関する理解が必要であった．また，流域系
が大規模になれば構造定義ファイルは長大化し，ファ
イルを編集することが困難である．そして，ファイ
ルを見ても流域系の全体像が掴めないという難点が
あった．そのため，構造定義ファイルを視覚的に作成
するために，GUI(Graphical User Interface)を持った構
造定義ファイルの作成支援システムを開発すること
で，OHyMoSの利用がより容易にできると考えられ
る．そこで，OHyMoSの流出計算に用いられる構造
定義ファイルおよび関連ファイルの作成を支援するシ
ステム OhStructureを開発した．

2 構造定義ファイル作成環境の重要性

2.1 GUI環境での構造定義ファイル作成 構造定
義ファイルには要素モデルに関する基礎的な情報と
その接続関係が記される．GUI環境で接続関係を表
示することでより視覚的に要素同士の関係を捉える
ことができる．さらに要素同士の接続をグラフィック
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で表示するだけでなく，接続の方法や要素の情報を
同時に参照できるようにする必要がある．また．新規
に接続を追加する際には要素モデルはモデルによっ
て固有の端子をもつため，それぞれのどの端子に接
続するかを選択できるようにする必要がある．

2.2 構造定義ファイルの誤りの修正 構造定義ファ
イルを編集する際はテキストエディタなどを用いて
いるため入力の誤りなどが含まれることが多かった．
これらのミスは OHyMoS上で計算を行う際，多くは
エラーが出力され，構造定義の誤りがあることがわ
かるが，一部においてはそのまま計算が行われ，シ
ミュレーションに致命的な間違いを引き起こすことも
ある．構造定義ファイルを編集する専用ソフトウェア
を用いることでこのようなミスを防止することがで
きる．

2.3 大規模流域を扱う上での対応 OHyMoSは要
素モデルをつなぎ合わせることで複雑な流域もモデ
ル化することができる．構造定義ファイルは流域の要
素一つ一つの情報が羅列されたものとなるため，大
規模流域の場合，直接データを編集することは困難
である．大規模流域の一部の水理情報を変化させた
りする際に，編集作業を容易に行うことができるた
めのシステムが必要である．大規模な構造定義ファ
イルの中から一部の流域のみを抽出し，解析を行い
たいというケースが存在する．そのため，抽出した
流域の構造定義ファイルを独立して出力する機能，同
時に複数の流域を扱うことができる機能が必要と考
えられる．

2.4 接続可能な端子と接続不可能な端子 要素に
端子を接続するにあたり，送信端子は複数の受信端
子へデータを送ることができるが，受信端子は一つ
の送信端子からしかデータを受け取ることができな
い．そのため，ソフトウェアには送信端子と受信端子
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それぞれの接続の仕組みを区別できる機能が必要と
考えられる．

2.5 パラメータ，初期状態量ファイルとの関連性

OHyMoS の要素モデルはシミュレーション計算を行
うにあたって計算に用いるパラメータ，初期状態量，
初期計算時刻を必要とする．要素モデルごとにこれ
らのデータを与える必要があるが，OHyMoSは構造
定義ファイルに記載されていない要素モデルに対し
てデータを与えようとすると初期化段階でエラーを
起こす．そのためパラメータ，初期状態量ファイルは
厳密に作成する必要があり，構造定義ファイルに適合
した形で出力されることが望ましいまた新規に要素
モデルを追加するようなときのため，ソフトウェア
は要素モデルに与えるパラメータ，初期状態量を設
定する簡単な機能を持っていることが望ましい．

3 要素モデルのクラス情報の外部参照 ソフトウェ
アを使用する前に，OhStructureで要素モデルを扱う
際には要素モデルに関する情報として，要素モデル
のクラス情報が必要となる．クラス情報はクラス名，
新しく追加する際の基本オブジェクト名，説明文，送
信端子の情報，受信端子の情報から構成される．

要素モデルのクラス情報を追加する際には，書式
にしたがって書かれたクラス情報のテキストファイル
を読み込む方法とシステム内からクラス情報を入力
で追加する方法を用意している．

4 OhStructureの各部の機能 OhStructureの開発
にはプログラミング言語 Javaを用いており，JavaRun-

timeEnvironmentを持つ実行環境であれば，OhStruc-

tureは動作する．また，GUIの作成には Javaの開発
元である SunMicrosystemsの提供しているGUIツール
キットである Swingを用いている．

図 1はソフトウェアの全体図を示したものである．

上部のメニューバー，ツールバーはソフトウェアの
全体処理，設定変更，メインウィンドウの操作に関す
る機能を持つ．

オブジェクトの移動と配置を行うカーソルモード
とオブジェクト同士の接続を行うコネクトモードを
選択するボタン，クラス選択コンボボックス，オブ
ジェクト追加ボタンと情報表示ボタンを持つ．

メインウィンドウは構造状態を設定するための主
な操作を行う．オブジェクトは碁盤目状に整理され，

図 1 OhStructureの全体図

図 1では入出力端子が赤，要素モデルが青，現在選
択中のモデルが黄緑で表示されている．
オブジェクトブラウザはプロジェクト単位で流域を

扱う上で必要となる機能を持ち，オブジェクト全体
を管理するリストとコンボボックス，種々のボタンか
らなる．フレーム単位でオブジェクトごとの表示・非
表示を切り替える機能を持つ．
コネクトテーブルは選択したオブジェクトに関す

る接続関係の情報を表示するテーブル，プロパティ
テーブルは選択オブジェクトに関する情報を表示す
るテーブルである．
メッセージウィンドウはソフトウェアのエラー情報

やファイルの入出力の際の記録をユーザに提供する．
また，OHyMoSJ [4]の型の異なる構造定義ファイル

の入出力にも対応している．
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